
公益社団法人 私立大学情報教育協会 

平成２６年度 教育改革事務部門管理者会議 
開 催 要 項 

 
 日 時 ： 平成２６年１１月２８日（金）１３：００～１６：３０ 

 場 所 ： アルカディア市ケ谷（東京、私学会館）５Ｆ大雪の間 

       東京都千代田区九段北 4-2-25 TEL:03-3261-9921 
       総武線・地下鉄・都営新宿線「市ケ谷駅」下車徒歩２分 
 
 
Ⅰ．テーマ 「アクティブ・ラーニングに求められる学修環境作り」 

 
Ⅱ．開催趣旨 

 既成概念やしがらみにとらわれず、未来に立ち向かっていく若者世代の力を如何に向上させる

ことができるかが、大学教育における喫緊の課題となっております。 
 国は、平成２９年度までの５年間を「大学改革実行集中期間」として、学生が主体性をもって

社会の変化に積極的に対応できるよう、アクティブ・ラーニングをはじめとする教育の質的転換、

地域社会や世界を視野に活躍できる人材の育成を目指して、全学的に改革行動に取り組む大学を

重点的に財政支援するとしています。 
 とりわけ、教育機能の充実・強化の対応として、教室内で対話を取り入れた双方向型の学修、

教室外での事前学修の徹底による学修時間の確保、教学マネジメントの体制整備が要請されてお

り、大学としての「革新力」が問われています。 
 そこで本会議では、総力をあげて未来を託す若者に最良の教育を提供できるように職員の立場

から、全学的にすすめるアクティブ・ラーニングの教学支援体制やＩＣＴを活用して効果を高め

ている学修環境を考察することにしました。 
 
Ⅲ．プログラム 

 13:00 開会挨拶 向 殿 政 男 氏（私立大学情報教育協会会長） 
 
 13:05 講   演  「大規模授業でのＩＣＴを用いたアクティブ・ラーニングの実践」 

           コース・マネジメントシステムにテキスト、小テスト、レポート機能を

掲載して予習環境を構築した上で、大教室でＩＣＴを活用した双方向型の

講義と学生同士による対話型演習を実施する授業は、人的経費を増加させ

ないで講義をアクティブ・ラーニングに変換していく点で大学経営にとっ

て重要。授業９０分の内、６０分はクリッカー等を用いて情報量を重視し

た講義、３０分は知識の定着を重視したグループによるディスカションの

機会を設け、その結果を発表させるとともに、毎回受講者にレポートの提

出、小テストなど評価に取り組んでいる事例を通じて、今後の課題を紹介

いただきます。 
      講  師： 鈴 木 久 男 氏（北海道大学高等教育推進機構副機構長） 
 
 14:05 休    憩 

 



14:20 講   演  「アクティブ・ラーニングに求められる教学マネジメントと学修環境の 

充実に向けて」 

            一方向的な授業から、教員と学生、学生同士による対話を取り入れた学

生参加型授業へ大転換させるために、教員の意識変革が大きな課題となる。

アクティブ・ラーニングの全学的な展開に向け、評価ルーブリックによる

学修成果の測定、各科目間、各教員間の相互調整などの教学マネジメント

体制の工夫やラーニングコモンズにおける上級学年生などのファシリテ

ータによる学修支援、学生や教職員が「学び」をテーマに３０分枠で報告

し合う試みなどを通じて、アクティブ・ラーニングを充実するための課題

を紹介いただきます。 
     講  師： 西 浦 昭 雄 氏（創価大学学士課程教育機構副機構長、 
                          総合学習支援センター長） 
 15:20 休    憩 
 
  15:30 関連情報提供 

                    「主体性を引き出す産学連携ＰＢＬ授業（ＦＳＰ研究会）の紹介」 
  「反転授業の取り組みについて」 

           「本協会における分野別アクティブ・ラーニングの対話集会」 
          「情報関係補助金の執行状況」 
                    「平成２５年度情報投資額調査の結果」 
          「平成２６年度情報環境調査の実施」などを予定 

16:30 閉     会 
 
Ⅳ．参加対象 

本協会では、「大学職員情報化研究講習会」にて一般職員を対象とした情報活用能力の開発を目

指した事業を７月、１２月に別途実施しています。今回の会議は、本協会加盟の法人・大学の事務

局長、部長、課長の管理職員、教育支援センター部門・ＦＤ関連部門・情報センター部門等の管理

者の方々を対象とするものです（代理参加は認めません）。 
なお、管理職、部門長の本人参加には、１大学４名までの一般職員の参加が可能です。 

 
Ⅴ．参加費   １名につき １１,５００円（税込） 
 
Ⅵ．申込方法 

  別紙申込用紙に大学単位で郵送またはＦＡＸして下さい。参加費もできるだけ大学でまとめ下

記宛に振り込み下さい。 
 【申込締切】 １１月２６日（水） 【参加費振込期限】１１月２７日（木） 

シジョウキョウ 

  ＜振込先＞  りそな銀行 市ケ谷支店 普通 0054409  名義人：私情協 
 
Ⅶ．キャンセルと返金 

 ＊11 月 26 日までのキャンセル：振込手数料を差し引いた金額を返金します。 
 ＊11 月 27 日以降のキャンセルと当日欠席： 
   振込手数料、資料代（送料含む）の実費を差し引いた金額を返金し、資料を郵送します。 
 
Ⅷ．問い合わせ先・送付先   公益社団法人私立大学情報教育協会事務局 

   〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-1-14 九段北 TL ビル 4F 
   TEL:03-3261-2798 FAX03-3261-5473 E-mail:info@juce.jp 
   http://www.juce.jp/LINK/jimubumon/2014/ 



大学名 部署名 　　申込連絡者名

連絡先

住　所

TEL:  FAX:

ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ 所 属 役 職

大学名 氏　　名

11,500円（税込） ×       名　＝　参加費合計　　　　　　　円

〒

平成26年度 教育改革事務部門管理者会議 参加申込用紙
公益社団法人 私立大学情報教育協会


